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件 名 

 

要 旨 

陳  情 

 

 香川県ホームページに掲載されている民間団体の農作業の利益について 

 

 香川県ホームページで〇〇（団体名）という団体が紹介されている。この

〇〇（団体名）の農作業が利益を出しているか否かを調査していただきたい。 

〇〇（団体名）代表は「われわれは、社会復帰のための訓練として研修生

に農作業をやらせている。それゆえ利益が出なくとも問題はない」と主張す

るかもしれない。それもひとつの見解であろう。しかし彼らの農作業が毎年

のように支出超過で、その超過が補助金で埋められているのなら、県民とし

て憤激せずにいられない。 

調査し、〇〇（団体名）の農作業は利益が出ているという結論に達したな

ら、それはもちろん喜ばしい。二十年近く農作業を行ってきた〇〇（団体名）

である。支出が超過しない程度には農業に習熟しているものと期待する。 

もうひとつ。〇〇（団体名）に本を買い与えていただきたい。補助金の一

部を割いて。まず日常生活に関わる法律を説明する本(できるだけ平易なも

の)。つぎに、農業指導書(陳情者は井原豊の著作を推薦する。他にも良いも

のが多いが)。そして、インターネットの使い方を指南する本(これも平易な

ものを。少年少女向けの本が適切では)。 

「買い与えたところでかれらは読まない」と悲観する議員が多いと想像す

る。しかし県が買い与えたという事実は無言の圧力となる。〇〇（団体名）

の代表と副代表は、読むであろう。 

 

 


